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-人気最高の 2 大スター、魅力の初顔合わせ

で放つ華麗なるロマン・アドベンチャー/

いまや最高の人気を誇る 2 大スター、 「ス

テイング J I華麗なるギャツビー J のロパー

ト・レッドフォードと、 「ノマリは霧にぬれて」

「タワーリング・インフェルノ」のフェイ・

ダナウェイが初めて競演する。都会的でクー

ルな魅力にあふれるこの 2 人が、現代アメリ

カの象徴ともいうべきニューヨークを舞台に

情報機関の末端に働く男と、大都会の片隅に

ひっそりと生きる女流カメラマンという新た w

な役に挑み、突然襲いかかった恐るべき民と

闘う中で、つかの間の愛を激しく求めて、華

麗なロマン・アドベンチャーをくりひろげる。

全世界を覆う巨大組織CIA に挑戦する男

〈コンドル〉決死の闘い/

ニューヨークの中心部マンハッタンにある

小さなオフィスが白昼襲われ、職員全員が殺指

された。偶然にも難を免れたターナーはすぐ

さま C IA (アメリカ中央情報局)のパニッ

ク・センター(緊急連絡本部)に今後の指示

をあおいだ。このオフィスは、実は CIA の

末端機関として、海外出版物の中から CIA

活動に関連性を持つ情報・資料の整理に当っ

ていたのである。ワシントン郊外にある C I

A本部から派遣された課長ウィクスはしかし

なぜかターナーを殺そうとして逆に重傷を負

った。ターナーは行きずりの若い女を脅して

彼女のアパートに身を潜めた。彼女の名はキ

ャシー。一人暮らしの女流カメラマンだ。突

然の恐怖に耐えながら、自分を襲った男ター

ナーを見つめる眼にはいつしか同情と優しさ

が宿っていた。めまぐるしい一日に身も心も

すりへらして横たわるターナーも、孤独に生

きる女の哀しみを感じとった。明日を信じら

れぬターナーは、その夜、彼女を抱いた。

動機は?目的は?…推理をめぐらすターナ

ーにまたしても暗殺の魔手が伸びた。真相の

究明にのり出したターナーは、 CIA ニュー

ヨーク支部長のヒギンスに会い、同僚たちを

殺害した犯人こそ かつて CIAに雇われた

ことのあるフリーランスの殺し屋ジョベアで

あることを知った。現在の所属はもちろん不

明なままだ。ターナーがわかったのは、ただ

ひとつ、以前、彼がCIA本部に、ある報告

を独断て、、送ったこと一一推理小説担当のター

ナーは、特定のジャンルのものが、オランダ、

スペイン、アラビアの三ヵ国語だけにしか翻

訳されない事実に対する疑問一一ーだ、った。そ

の報告をヒギンスは読んでいなかった。だが、

これによって、重大な利害関係を脅かされる

人物がもし CIA 内部にいて、その秘密保持

のためオフィスを襲ったとしたら……。

ターナーの必死の探索とほぼ平行して、 c

司 IA本部でも極秘裡に調査を開始した。やが
て捜査線上に浮かび、上がった人物こそ、 CIA

の要職にあって、独自の情報活動を行ない、

特殊な国際戦略を推進するグループの首謀者

であった。ワシントンの彼の私邸に乗りこん

だターナーを待ち受けていたのは、何とあの

非情な殺し屋ジョベアだ、った……。

.CIAの内幕を初めてあばき、全米に空前

の反響を呼んだベストセラ一、衝撃の映画化/

ニクソン大統領を辞任に追いこんだウォー

ターゲート事件を始め、南ベトナム政権やチ

リのクーデター、あるいはケネディ暗殺に至

る一連の血なまぐさい国際的事件や紛争に直

接・間接に係わりを持つといわれ、ここ数年

世界のマスコミでそのダーティな活動が批判

にさらされている CIA。その知られざる内

幕をあばいたベストセラーが、国際的フ。ロデ

ューサ一、ディーノ・デ・ラウレンティスの

実力と才匠シド、ニー・ポラック監督の鋭い感

覚によって遂に映画化されたが、同時に、映

画が初めて CIA に正面から叩きつけた痛烈

な爆風グ(ジョン・ハディ記者)と絶賛された。

共演はアカデミー賞に輝くクリフ・ロパート

ソン、ベルイマン作品でおなじみの名優マッ

クス・フォン・シドウ。脚本は「ノマピヨン」

のロレンゾ・センプル・ Jr. ほかの共同執筆。


